
様式１－１ 大牟田市立右京中学校

重点目標

改善計画

目標達成のための具体的方策 取組指標(具体的な教師の取り組み） 評価 結果（成果と課題） 次年度における改善策（案） 評価 コメント

『生徒授業アンケート』
「めあてがわかりやす
い・わかってうれしかっ
たことがある・授業が
わかりやすい」と回答
した生徒が、95%以上
である。（現状90%）

・めあて、まとめ、発問の工夫をして、「わ
かる授業」づくりを日常的に行う。
・日常の授業において、生徒が見通しを
もてる学習展開の工夫を行う。

3

※「めあてがわかりやすい;91%」現状維持。「学習意欲;0.3」
１学期より下回る。
○基本事項を重点的に指導することで、理解力は高まっ
た。
○合格ラインを明確に示すことで、努力する意欲を高められ
た。
●学力格差が大きい実態に対して有効な手立てが打ててい
ない。

A

『生徒授業アンケート』
「自分の意見や考えを
発表する場面がある」
と回答した生徒が、
80%以上である。（現状
78%）

・校内研修の全員授業を通して、「既習
の知識・技能を活用する授業」の指導案
を作成し、実施する。
・全ての生徒に自己存在感を持たせるた
めに、自らの考えを発表する場面を設定
する。

3

※「自分の意見や考えを発表する場面がある;73%」１学期よ
り下回る。
○スピーチは表現する喜びを味わわせるとともに、興味深く
聞かせることができた。
●発表の場をうまく設定できなかった。

A
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・全学年で自学ノートを実施し、家庭学
習の習慣を身につけさせる。
・1年生では、学習応援ガイド「教科編」
を活用し、学習方法を学ばせる。

3

※『家庭生活アンケート』「自分で計画を立てて勉強してい
る」と回答した生徒は49%と１学期より下回った。
○自学ノートの取組は、全体的に見れば定着している。
○自学ノートについて、80%の生徒は、よく頑張り成果も現れ
た。
●自学ノートの提出率が悪く、内容も浅いという生徒も一部
に見られた。

・朝自習と関連づけて小テストを行
い、その勉強を自学ノートにさせる。
・自学ノートを活用して、入試を意識
した学習を仕組む。
・教科指導の中で、生徒の実態に
応じた課題を仕組む。

A

・自学ノートの取り組みは大変いい。生
徒に自分の課題をしっかりと意識させて
取り組ませることが必要だと思われる。
・家庭学習は、学校と保護者の連携が必
要。連携を密にして学力の向上に期待
したい。

・「中学生活と進路」を活用して、中学校
の学習と将来の生き方についての授業
を実践する。
・達成感や充実感を味わわせるような体
験活動や課題解決に取り組ませる。
・学級における日直や係活動を通して、
存在感を味わわせる。

3

※『生徒学校生活アンケート』「さまざまな体験活動があり、
充実感や満足感を味わえる」と回答した生徒は83%、自己概
念0.3と、１学期より下回った。
○「中学生活と進路」により、学活の計画、内容は充実して
いた。
●担任がもう少し力を入れて活用すべきだ。
●｢中学生活と進路」は、実情にあっていないところがあっ
た。

A

・生徒会役員への指導・助言を丁寧に行
い、生徒会活動の活性化を図る。
・生徒に達成感を味わわせるため、負荷
の多い学校行事にも、生徒自らが主体
的に粘り強く取り組む工夫をする。

3

○学校行事は、生徒中心に行うことができた。
●生徒会の常時活動や行事に対して、前例を踏襲するにと
どまっているところがある。
●生徒会役員への指導が不十分だった。 A

・生徒一人ひとりと真剣に向き合い、生
徒の悩みや相談も親身になって受け止
める。
・生徒同士の結びつきを大切にするた
め、学級の中で「自らを表現する」活動を
仕組む。(３分間スピーチ、班ノートなど)

2

※『生徒学校生活アンケート』「いじめや暴力がなく、安心し
て生活できる学校だと思う・教育相談や面談など、先生に相
談できる機会がある」と回答した生徒は７４％と１学期より下
回った。
○家庭生活に不安を抱えた生徒が多く、声をかけて安心・
安全を確認した。
●生徒が悩みを打ち明けるまでの関係づくりができなかっ
た。

B

・生徒指導委員会(いじめ・不登校対策
委員会）での情報交換を行い、生徒の
発するサインや兆候を見逃さない体制を
作る。
・生活アンケートや教育相談を実施し、
生徒理解・実態把握を行う。

3

○生徒のわずかな変化も見逃さないよう情報交換を行った。
○生活アンケートの結果を参考に、学校生活の様子を見守
り、生徒の実態を把握した。
○生徒指導委員会を中心に、よく機能している。
●学年間の情報交換が不十分だった。

A

）

４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０～９０％） ２：もう少し（６０～７０％） １：できていない（６０％未満）

A：自己評価は適切である B：自己評価はほぼ適切である C：自己評価はあまり適切でない D：自己評価は不適切である学校関係者評価

自 己 評 価

学校教育目標
豊かな心をもち、将来に向かって、たくましく

生きる生徒の育成

1年 中学校生活の意義を理解し、3年間の生活に見通しを持つことができる生徒の育成。
2年 先生たちに自らの考えを素直に表現できる生徒の育成。
3年 生徒たちの前で自らの考えをわかりやすく表現できる生徒の育成。

・学習意欲の向上、学習規律の定
着を図るために、どの教科でも実践
できるような授業に関する共通ルー
ルを作成し、生徒に提示する。
・自分の考えを発表する機会を増や
す。
・基本学習を繰り返し行わせ、応用
では、ヒントを準備し、成功体験を味
わわせるようにする。
・生徒の考えや感想に、コメントや評
価をして、意欲を高める。

成果指標（目指す生徒の姿）

・自ら挨拶できる生徒が多くなった。地域
から見れば、生徒たちは落ち着いてい
る。地域としても、お手伝いできることは
さらに協力していきたい。
・生徒が悩みを打ち明けるまでの関係づ
くりが非常に難しいと思う。タイミングも重
要なのでさらに注意していただきたい。
・正確な情報をいかに収集するか、日頃
生徒といかに接しているか、が重要なポ
イントになる。また、関係機関や周りの人
など情報網があればいいと思う。
・学年間の情報交換が不十分だった原
因を突きとめ改善すれば、縦のつながり
もよくなると思われる。
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重点目標

・生徒たちに課題に向かって、その
意図や目的を考えさせ、一緒になっ
てその実施方法を考えて､実行させ
る。
・事前、事後のアンケートを、準備の
工夫、次年度の改善に活用する。
・｢中学生活と進路｣を使って学活を
仕組む。(特に、ガイダンス機能を取
り入れる。）
・｢中学生活と進路」の実情に合わな
い箇所を洗い出し修正する。

平成２３年度 学校評価報告書
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・学ぶことの意味を問いかけたり､将
来社会人として生きていくために必
要なことを考えさせたりすることを重
視して指導する。
・生徒たちと一緒に活動し､課題を
共有して一緒に考え、解決へと導く
実践の推進を図る。
・情報交換のあとの手立て、体制づ
くりをしっかり行う。

『生徒学校生活アン
ケート』
「さまざまな体験活動
があり、充実感や満足
感を味わえる」と回答
した生徒が、90%以上
である。（現状86%）

『市学校生活アン
ケート』「自己概
念」学校平均が
0.5以上である。
（現状0.4）

『家庭生活アンケート』
「自分で計画を立てて勉強している」と回
答した生徒が、55%以上である。（現状
51%）

自己評価 学校関係者評価評価計画
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『生徒学校生活アンケート』
「いじめや暴力がなく、安心して生活でき
る学校だと思う・教育相談や面談など、先
生に相談できる機会がある」と回答した生
徒が80%以上である。（現状78%）

・「わかる授業」「興味がもてる授業」づく
り、学力格差をどう改善するかをもっと検
討する必要がある。
・学習意欲向上のために、全教科で実
践できる「ルール」というのは難しいと思
われる。技能教科は個人差が大きい。
・自己の目標が不明確で学習している感
じがする。個に応じた指導の充実をお願
いしたい。
・全ての生徒に自らの考えを発表する場
を設定する際に、どのようなことに注意し
ているのか。ただ発表の場を設けるだけ
では達成できない。
・発表と学習集団の雰囲気とはつながり
があると思われる。

・学校行事、地域との関わりには、生徒
の積極性がうかがえる。FKC主催の体育
祭への協力・参加、俳諧模擬訓練を中
心としたまちづくりルポライターなど、学
校の指導・取り組みに期待している。
・欲を言えば、さらに個性あふれる活動
が望まれる。指導して方向を決めるので
はなく、助言を通してよい方向へと導き、
前例を上回るような活動へと進歩させる
ようにしていただきたい。
・進路については、高校の学科内容な
ど、さらに詳しく情報提供をしていただき
たい。

『市学校生活アン
ケート』「学習意
欲」学校平均が
0.5以上である。
（現状0.4）


